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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　厚さ方向の一方の面から入射する映像光の一部を全反射により拡散させて他方の面側か
ら出射させる光拡散部を少なくとも有し、当該光拡散部は、前記他方の面から前記一方の
面に向かって先細る溝に樹脂が充填された断面略楔形状の光反射部と、当該光反射部間に
設けられて前記映像光を透過させる断面略台形形状の光透過部とが交互に並設されてなる
光拡散シートにおいて、
　前記光透過部を構成する材料の屈折率が、前記光反射部を構成する材料の屈折率の１．
０２～１．２５倍であり、
　前記光反射部の溝を形成する対向面が、前記一方の面側に位置して前記映像光を全反射
させる傾斜角７２～８６°からなる第１斜面と、当該第１斜面と前記他方の面とを繋ぐよ
うに位置して前記映像光を屈折透過する傾斜角６０～７０°からなる第２斜面とを含む斜
面によって形成されていることを特徴とする光拡散シート。
【請求項２】
　前記光反射部は、前記溝に光吸収性粒子を含む樹脂が充填されてなることを特徴とする
請求項１に記載の光拡散シート。
【請求項３】
　前記光吸収性粒子の平均粒径が、前記他方の面から、前記第１斜面と前記第２斜面とが
交わる交点までの高さよりも大きいことを特徴とする請求項２に記載の光拡散シート。
【請求項４】
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　前記光反射部における前記他方の面上であって当該光反射部の溝内で対向する第１斜面
と平面視で重なる領域上には、光吸収層が形成されていることを特徴とする請求項１に記
載の光拡散シート。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載の光拡散シートを有することを特徴とする透過型ス
クリーン。
【請求項６】
　映像光が入射する側に、フレネルレンズシートが配置され、又はフレネルレンズ部が接
合されていることを特徴とする請求項５に記載の透過型スクリーン。
【請求項７】
　前記フレネルレンズシート又は前記フレネルレンズ部が、全反射フレネルレンズを有す
ることを特徴とする請求項６に記載の透過型スクリーン。
【請求項８】
　映像光が出射する側に、支持板が配置又は接合されていることを特徴とする請求項５～
７のいずれか１項に記載の透過型スクリーン。
【請求項９】
　映像光が出射する側の最表面に、タッチパネルが設けられていることを特徴とする請求
項５～８のいずれか１項に記載の透過型スクリーン。
【請求項１０】
　透過型スクリーンが装着された背面投射型表示装置において、当該透過型スクリーンの
構成部材として、請求項１～４のいずれか１項に記載の光拡散シートを有することを特徴
とする背面投射型表示装置。
【請求項１１】
　表示用液晶パネルを有する液晶表示装置において、当該表示用液晶パネルの表示面上に
配置又は接合される視野角拡大部材として、請求項１～４のいずれか１項に記載の光拡散
シートを有することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記表示面の最表面に、タッチパネルが設けられていることを特徴とする請求項１１に
記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光拡散シート、透過型スクリーン、背面投射型表示装置及び液晶表示装置に
関し、更に詳しくは、透過型スクリーンに光拡散シートとして装着された際に、透過型ス
クリーンの光拡散特性をなだらかにすることができる光拡散シート、その光拡散シートを
備えた透過型スクリーン、背面投射型表示装置及び液晶表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　背面投射型表示装置等の大画面の表示装置は、透過型スクリーン（以下、単に「スクリ
ーン」ということがある。）に映し出される映像を複数人で見る場合が多く、小型の表示
装置に比べて広い視野角が求められる。例えば、背面投射型表示装置であるプロジェクシ
ョンテレビジョンには、光源から発せられた映像光を投影する透過型スクリーンが備えら
れている。この透過型スクリーンは、一般に、光源から投射される映像光を観察者側へ略
平行光（平行光も含む）に偏向させるためのレンズ部材であるフレネルレンズシートと、
その略平行光を拡散させて画像の視野角を広くするための光拡散シートであるレンチキュ
ラーレンズシートとを有している。
【０００３】
　ところで、上記光拡散シートについては、その光拡散シートを平面視したときに、（１
）上下方向に延びるシリンドリカルレンズが左右方向に並設された屈折タイプのレンチキ
ュラーレンズシートや、（２）観察者側の面から光源側の面に向かって先細る溝に樹脂が
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充填された断面略楔形状の光反射部と、その光反射部間に設けられて映像光を透過させる
断面略台形形状の光透過部とが交互に並設されてなり、且つ光反射部を形成する斜面で入
射光が全反射する全反射タイプのレンチキュラーレンズシート、等が知られている。
【０００４】
　図１７は、上記レンチキュラーレンズシートのうち、全反射タイプのレンチキュラーレ
ンズシートの一例を示す概略断面図である（例えば、特許文献１を参照。）。全反射タイ
プのレンチキュラーレンズシート２０１は、図１７に示すように、通常、基材２１１と光
拡散部２１２と接着層２１３と支持板２１４とをその順に有し、その光拡散部２１２は、
基材側に向かって先細る断面略Ｖ字形状の多数の溝２１５に光吸収材を含有する樹脂が充
填された光反射部２０２と、その光反射部間に設けられて映像光を透過させる断面略台形
形状の光透過部２０４とで構成されている。
【０００５】
　各光透過部２０４の上底２１６側は出射面となり、その出射面側の光反射部２０２は光
吸収性を兼ね備えたブラックストライプパターン（ＢＳパターン）となっている。光透過
部２０４において、上底２１６と下底２１７とが平面視で重なる領域Ａでは、光軸に平行
な光はそのまま透過して出射面から出射するが、それ以外の領域Ｂでは、光軸に平行な光
は光透過部２０４と光反射部２０２との界面で全反射し、光透過部２０４の上底２１６と
その上底上に設けられた媒質層（図１７においては接着層２１３や支持板２１４）との界
面で屈折して出射する。この全反射タイプのレンチキュラーレンズシート２０１において
は、通常、光反射部２０２が光吸収材を含む樹脂材料で形成されているので、その光反射
部２０２はＢＳパターンとして機能し、透過型スクリーンに映し出される映像のコントラ
ストを向上させるように作用する。
【特許文献１】特開２００４－４１４８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　近年、背面投射型表示装置においては、デジタル化、高精細化、コンパクト化の要求に
つれ、ＬＣＤ(Liquid Crystal Display)やＤＬＰ(Digital Light Processing)を用いた単
管方式の光源（以下、本願では「単光源」という。）が使用されてきている。この単光源
を用いた場合には、その特徴である画素表示により、静止画や文字表示がより一層鮮明に
なるという利点がある反面、こうした利点により、従来はさほど問題にならなかったコン
トラスト不足が問題になっている。そこで、コントラストをより向上させて、引き締まっ
た映像を映し出すことができる透過型スクリーンが要求されている。
【０００７】
　また、図１８は、図１７に示す従来の全反射タイプのレンチキュラーレンズシートを用
いた透過型スクリーンの光線経路図（図１８（Ａ））と光拡散特性のグラフ（図１８（Ｂ
））の一例である。図１８（Ａ）に示すように、上底と下底とが平面視で重なる領域Ａに
入射した光は、光透過部２０４の出射面からそのまま出射するが、光反射部２０２の幅か
らなる領域Ｂに入射した光は、光透過部２０４と光反射部２０２との界面で全反射し、光
透過部２０４の出射面から出射する。光拡散特性は、図１８（Ｂ）に示すように、視野角
０°のスクリーン正面を頂点とする放物線形状にはならずに、視野角０°にピークを持つ
領域ａと、左右それぞれにピークを持つ領域ｂ１，ｂ２とが現れるグラフとなる。この領
域ａのピークは、領域Ａをそのまま透過した光により現れ、領域ｂ１，ｂ２の２つのピー
クは、光透過部２０４と光反射部２０２との界面で全反射した光によって現れる。なお、
光拡散特性は、微小偏角輝度計により測定され、レンチキュラーレンズシートの真正面を
０°とし、横軸を観察角度、縦軸を利得（ゲインという。）として表している。
【０００８】
　本発明は、上記課題を解決するためになされたものであり、その目的は、透過型スクリ
ーンに光拡散シートとして装着された際に、透過型スクリーンの光拡散特性をなだらかに
することができる光拡散シート、その光拡散シートを備えた透過型スクリーン、背面投射
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型表示装置及び液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するための本発明の光拡散シートは、厚さ方向の一方の面から入射する
映像光の一部を全反射により拡散させて他方の面側から出射させる光拡散部を少なくとも
有し、当該光拡散部は、前記他方の面から前記一方の面に向かって先細る溝に樹脂が充填
された断面略楔形状の光反射部と、当該光反射部間に設けられて前記映像光を透過させる
断面略台形形状の光透過部とが交互に並設されてなる光拡散シートにおいて、前記溝に充
填された樹脂の屈折率が、前記光透過部の屈折率よりも低く、前記光反射部の溝を形成す
る対向面が、前記一方の面側に位置して前記映像光を全反射させる角度からなる第１斜面
と、当該第１斜面と前記他方の面とを繋ぐように位置して前記映像光を屈折透過する角度
からなる第２斜面とを含む斜面によって形成されていることを特徴とする（この光拡散シ
ートを「光拡散シートＩ」ともいう。）。
【００１０】
　この発明によれば、光反射部の溝を形成する対向面が、一方の面側に位置して映像光を
全反射させる角度からなる第１斜面と、その第１斜面と他方の面とを繋ぐように位置して
映像光を屈折透過する角度からなる第２斜面とを含む斜面によって形成されているので、
この光拡散シートにより拡散される映像光の光拡散特性（特に水平拡散の光拡散特性）の
グラフをなだらかなものとすることができる。こうした光拡散特性の向上は、映像光を屈
折透過する第２斜面での拡散角度の不連続性が寄与している。
【００１１】
　本発明の光拡散シートＩにおいては、前記光反射部は、前記溝に光吸収性粒子を含む樹
脂が充填されてなることを特徴とする（この光拡散シートを「光拡散シートII」ともいう
。）。
【００１２】
　この発明によれば、光吸収性粒子を含む樹脂で充填された光反射部は光吸収性を有する
ので、その光反射部は全反射せずに屈折した光を吸収することができる。その結果、コン
トラストを向上させることができる。
【００１３】
　上記本発明の光拡散シートIIにおいては、前記光吸収性粒子の平均粒径が、前記他方の
面から、前記第１斜面と前記第２斜面とが交わる交点までの高さよりも大きいことが好ま
しい。
【００１４】
　この発明によれば、光吸収性粒子の平均粒径が他方の面から第１斜面と第２斜面とが交
わる交点までの高さよりも大きいので、映像光を屈折透過させる角度で形成された第２斜
面近傍に存在する光吸収性粒子は少なくなっている。その結果、第２斜面で屈折した映像
光は、第２斜面近傍の光吸収性粒子で吸収されずに透過することができる。
【００１５】
　本発明の光拡散シートＩにおいては、前記光反射部における前記他方の面上であって当
該光反射部の溝内で対向する第１斜面と平面視で重なる領域上には、光吸収層が形成され
ていることを特徴とする（この光拡散シートを「光拡散シートIII」ともいう。）。
【００１６】
　この発明によれば、光反射部の溝内で対向する第１斜面と平面視で重なる領域上に形成
された光吸収層は光反射部で全反射せずに屈折した光を吸収するので、コントラストを向
上させることができる。
【００１７】
　上記課題を解決するための本発明の透過型スクリーンは、上記本発明の光拡散シートを
有することを特徴とする。この発明によれば、上記本発明の光拡散シートを有するので、
映像光の光拡散特性（特に水平拡散の光拡散特性）のグラフがなだらかな透過型スクリー
ンとすることができる。
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【００１８】
　本発明の透過型スクリーンにおいては、映像光が入射する側に、フレネルレンズシート
が配置され、又はフレネルレンズ部が接合されていることが好ましい。さらに、前記フレ
ネルレンズシート又は前記フレネルレンズ部が、全反射フレネルレンズを有することが好
ましい。
【００１９】
　本発明の透過型スクリーンにおいては、映像光が出射する側に、支持板が配置又は接合
されていてもよい。
【００２０】
　上記本発明の透過型スクリーンにおいては、映像光が出射する側の最表面に、タッチパ
ネルが設けられていてもよい。この発明によれば、タッチパネルを備えているので、多機
能の背面投射型表示装置を構成できる。
【００２１】
　上記課題を解決するための本発明の背面投射型表示装置は、透過型スクリーンが装着さ
れた背面投射型表示装置において、当該透過型スクリーンの構成部材として、上記本発明
の光拡散シートを有することを特徴とする。この発明によれば、光拡散特性が良好で、視
野角の広い背面投射型表示装置を提供できる。
【００２２】
　また、上記課題を解決するための本発明の液晶表示装置は、表示用液晶パネルを有する
液晶表示装置において、当該表示用液晶パネルの表示面上に配置又は接合される視野角拡
大部材として、上記本発明の光拡散シートを有することを特徴とする。このとき、前記表
示面の最表面にタッチパネルを設けてもよい。この発明によれば、光拡散特性が良好で、
視野角の広い液晶表示装置を提供できる。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明の光拡散シートによれば、映像光の光拡散特性（特に水平拡散の光拡散特性）の
グラフをなだらかなものとすることができるので、視野角特性を向上させることができる
。また、本発明の透過型スクリーンによれば、映像光の光拡散特性（特に水平拡散の光拡
散特性）のグラフがなだらかになり、視野角特性を向上させることができる。また、本発
明の光拡散シートを構成部材として使用する背面投射型表示装置及び液晶表示装置によれ
ば、光拡散特性が良好で、視野角の広い背面投射型表示装置や液晶表示装置を提供できる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下、本発明の光拡散シート、透過型スクリーン、背面投射型表示装置及び液晶表示装
置について、図面を参照しつつ説明する。なお、本発明の技術的範囲は以下の実施形態に
限定解釈されるものではない。
【００２５】
　（光拡散シート）
　図１は、本発明の光拡散シートの一例を示す模式断面図である。本発明の光拡散シート
１０は、厚さ方向の一方の面（以下、入射面１ａという。）から入射する映像光の一部を
全反射により拡散させて他方の面（以下、出射面１ｂという。）側から出射させる光拡散
部１２を少なくとも有している。その具体例としては、図１に示すように、光源側から、
基材１１と、基材１１上に設けられてその基材側からの映像光の一部を全反射により拡散
させる光拡散部１２と、光拡散部１２上に設けられた接着層１３を介して貼り合わされた
支持板１４とからなる光拡散シート１０を例示することができるが、必ずしも基材１１や
支持板１４が貼り合わされている必要はなく、それらは任意に設けられる。
【００２６】
　本発明は、図１に示すように、光反射部２と光透過部４とが交互に並設されてなる光拡
散部１２の構造に特徴がある。光反射部２は、出射面１ｂから入射面１ａに向かって先細
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る溝１５に樹脂が充填された断面略楔形状からなるものであり、光透過部４は、光反射部
２，２間に設けられて映像光を透過させる断面略台形形状からなるものである。そして、
本発明の特徴は、光反射部２の溝１５を形成する対向面が、入射面１ａ側に位置して映像
光を全反射させる角度からなる第１斜面３ａと、第１斜面３ａと出射面１ｂとを繋ぐよう
に位置して映像光を屈折透過する角度からなる第２斜面３ｂとを含む斜面３によって形成
されていることにある。なお、光透過部４の断面略台形形状は、図１に示すように、溝１
５の先端を繋ぐ出射面１ｂ側の上底１６と、入射面１ａ側の下底１７とで表される形状で
ある。
【００２７】
　この光拡散シート１０を観察者側又は光源側から見た（以下、平面視という。）場合、
光透過部４の上底１６と下底１７とが平面視で重なる領域Ａでは、光軸ＯＡに平行な光は
そのまま透過して出射面１ｂから出射する。一方、第１斜面３ａに相当する領域Ｂ１，Ｂ
２では、光軸ＯＡに平行な光は第１斜面３ａで全反射し、光透過部４を通って出射面１ｂ
から出射する。また、第２斜面３ｂに相当する領域Ｃ１，Ｃ２では、光軸ＯＡに平行な光
は第２斜面３ｂで屈折し、光反射部内を通過して出射面１ｂから出射する。本発明の光拡
散シート１０は、入射した映像光を上記のように透過、全反射及び屈折透過させることが
できるので、従来よりも多様な角度で映像光を拡散させることができ、その結果、光拡散
特性（特に水平拡散の光拡散特性）のグラフをなだらかなものとすることができる。本発
明において、「映像光の一部を全反射により拡散させて」というのは、光拡散シートに入
射した光は、領域Ａをそのまま透過するものもあれば、領域Ｃ１，Ｃ２で屈折透過するも
のもあり、全反射により拡散する光は第１斜面３ａに相当する領域Ｂ１，Ｂ２に入射した
ものであることによる。
【００２８】
　以下、本発明の光拡散シートの各構成要素について詳しく説明する。なお、本願を説明
する各図においては、断面を表すハッチング（斜線）を適宜省略して説明している。
【００２９】
　（基材）
　基材１１は、フィルム状又はシート状の透明部材であり、例えばポリエチレンテレフタ
レートフィルムやポリカーボネートフィルム等が用いられる。基材１１の厚さは特に限定
されないが、通常、０．１ｍｍ～０．５ｍｍ程度である。
【００３０】
　（光拡散部）
　光拡散部１２は、光反射部２と光透過部４とが交互に並設されてなるものであり、通常
は、図１に示すように基材１１上に設けられている。光反射部２は、出射面１ｂとなる観
察者側の面に、幅方向に一定のピッチで配列されていると共に平面視で縦方向に延びる断
面略Ｖ字形状の多数の溝１５内に、光透過部４の屈折率よりも低い屈折率の樹脂が充填さ
れることにより形成され、全体として、断面略楔形状を呈している。光反射部２は、例え
ば５０～１５０μｍの範囲内のピッチで幅方向に配列されている。一方、光透過部４は、
光反射部２の屈折率よりも高い屈折率の樹脂で形成され、断面略台形形状を呈している。
【００３１】
　図２は、光反射部についての詳細な説明図である。光反射部２は、図２に示すように、
溝１５を形成する対向面が、入射面１ａ側に位置して映像光を全反射させる角度θ１から
なる第１斜面３ａと、第１斜面３ａと出射面１ｂとを繋ぐように位置して映像光を屈折透
過する角度θ２からなる第２斜面３ｂとを含む斜面３によって形成されている。
【００３２】
　第１斜面３ａは、低屈折率材料からなる光反射部２と、高屈折率材料からなる光透過部
４との界面を構成する斜面であり、光軸ＯＡと平行又は略平行に入射した映像光を全反射
させるように、第１斜面３ａの法線ＣＬ１に対して臨界角を超える角度θ’１（単位は「
度（°）」）で形成されている。
【００３３】
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　第１斜面３ａの出射面１ｂを含む平面（光軸ＯＡに直交する平面のこと。）に対する傾
斜角θ１は、第１斜面３ａの延長線Ｌ１が上記平面と交わる点を点Ｐ、光軸ＯＡに平行な
映像光ＶＲ１の第１斜面３ａへの入射点を点Ｑ、上記平面に対する垂線のうちで点Ｑを通
る垂線Ｌ２と上記平面との交点を点Ｒとすると、角ＱＰＲで表される。このとき、角ＰＱ
Ｒの値は（９０－θ１）°であるので、第１斜面３ａの傾斜角θ１は、点Ｑでの映像光Ｖ
Ｒ１の入射角θ’１と同じ値である。したがって、第１斜面３ａへの映像光ＶＲ１の入射
角θ’１が臨界角を超えるように、第１斜面３ａの傾斜角θ１は上記臨界角を超える角度
で形成されている。
【００３４】
　第２斜面３ｂも上記第１斜面３ａと同様、低屈折率材料からなる光反射部２と、高屈折
率材料からなる光透過部４との界面を構成する斜面であるが、この第２斜面３ｂは、光軸
ＯＡと平行又は略平行に入射した映像光を全反射させずに屈折透過させるように、第２斜
面３ｂの法線ＣＬ２に対して臨界角以下の角度θ’２（単位は「度（°）」）で形成され
ている。第２斜面３ｂの出射面１ｂを含む平面（光軸ＯＡに直交する平面のこと。）に対
する傾斜角θ２は、上記第１斜面３ａと同様の関係が当てはまり、第２斜面３ｂに入射す
る映像光ＶＲ２の入射角θ’２と同じ値である。したがって、第２斜面３ｂへの映像光Ｖ
Ｒ２の入射角θ’２が臨界角以下となるように、第２斜面３ｂの傾斜角θ２は上記臨界角
以下の角度で形成されている。
【００３５】
　第１斜面３ａの傾斜角θ１は、高屈折率材料からなる光透過部４と低屈折率材料からな
る光反射部２との屈折率差に応じて、７２～８６°程度の範囲内で適宜選定可能である。
また、第２斜面３ｂの傾斜角θ２についても、高屈折率材料からなる光透過部４と低屈折
率材料からなる光反射部２との屈折率差に応じて、６０～７０°程度の範囲内で適宜選定
することが好ましい。なお、こうした範囲の第１斜面３ａの傾斜角θ１及び第２斜面３ｂ
の傾斜角θ２は、後述のように、光透過部４を構成する高屈折率材料の屈折率が、光反射
部２を構成する低屈折率材料の屈折率よりも、１．０２～１．２５倍である場合に好まし
く適用される。こうした屈折率差を有する界面において、第１斜面３ａを７２～８６°程
度の範囲内とすることにより第１斜面３ａに入射した映像光を全反射させることができ、
第２斜面３ｂを６０～７０°程度の範囲内とすることにより第２斜面３ｂに入射した映像
光を屈折透過させることができる。
【００３６】
　光透過部４を構成する樹脂材料としては、例えば、ウレタンアクリレート系、エポキシ
アクリレート系等のアクリレート系樹脂が好ましく用いられる。この樹脂材料は、光反射
部２を構成する樹脂材料よりも、１．０２～１．２５倍程度高い屈折率のものが選定され
る。例えば屈折率１．５５に調整されたウレタンアクリレート系又はエポキシアクリレー
ト系の放射線硬化型樹脂が好ましく用いられる。
【００３７】
　一方、光反射部２を構成する低屈折率の樹脂材料としては、例えばアクリル系、エポキ
シ系、ウレタン系等の放射線硬化型樹脂が好ましく用いられる。この樹脂材料は、光透過
部４を構成する樹脂材料に比べて上記範囲の比率を満たす１．４６～１．５０程度の低い
屈折率のものが選定される。例えば屈折率１．４８に調整されたウレタンアクリレート系
又はエポキシアクリレート系の放射線硬化型樹脂が好ましく用いられる。
【００３８】
　なお、光反射部２には、光吸収材を含有させてもよい。光吸収材を含有する光反射部２
は、光拡散シート１０に入った迷光又は光拡散シート１０内で生じた迷光を吸収すると共
に、光拡散シート１０に入った外光を吸収してコントラストを向上させるように作用し、
いわゆるブラックストライプパターン（ＢＳパターン）として機能する。光吸収材として
は、カーボンブラック等の光吸収性粒子、黒色系顔料又は黒色系染料等の黒色や灰色等の
無彩色材料が好ましく用いられるが、これらに限定されるものではなく、映像光の特性に
合わせて特定の波長を選択的に吸収する材料を使用してもよい。光吸収性粒子としては、
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例えば、カーボンブラック、グラファイト、黒色酸化鉄等の金属塩、着色した有機微粒子
や着色したガラスビーズ等を挙げることができる。また、光吸収性の染料としては、アシ
ドレッド等のキサンテン系有機染料、カルボン酸ネオジム等の有機酸ネオジム等を挙げる
ことができる。
【００３９】
　図３は、入射した平行光が光拡散部１２で拡散する様子を示す模式的な光線経路図であ
る。図３には、光拡散部１２の入射面１ａに入射角０°で入射する６つの平行光ＰＲ１～
ＰＲ６が記載されているが、そのうち、光透過部４の上底と下底とが平面視で重なる領域
Ａ（図１を参照）に入射した平行光ＰＲ１、ＰＲ２は、光透過部４をそのまま透過して出
射面１ｂから出射する。
【００４０】
　第１斜面３ａに相当する領域Ｂ１，Ｂ２に入射した平行光ＰＲ３、ＰＲ４は、第１斜面
３ａへの入射角θ１が臨界角を超えるので、その第１斜面３ａで全反射して出射面１ｂか
ら出射する。このとき、出射面１ｂに図１に示すような接着層１３や支持板１４が設けら
れている場合には、その接着層１３や支持板１４で屈折して観察者側に出射する。
【００４１】
　第２斜面３ｂに相当する領域Ｃ１，Ｃ２に入射した平行光ＰＲ５、ＰＲ６は、第２斜面
３ｂへの入射角θ２が臨界角以下であるので、その第２斜面３ｂで屈折して光反射部２内
を透過し、光反射部２の出射面１ｂ側の面から出射する。
【００４２】
　なお、この領域Ｃ１，Ｃ２に入射した平行光の第２斜面３ｂでの屈折透過については、
光吸収材との関係で以下に示す種々の形態を挙げることができる。
【００４３】
　第１形態としては、光反射部２内に上述したカーボンブラック等の光吸収性粒子を含有
させて、光反射部２に光吸収性を持たせた場合を挙げることができる。この形態の光反射
部２は、図４に示すように、光吸収性粒子５を含む低屈折率の透光性樹脂を溝１５に充填
して形成される。この形態においては、含有させる光吸収性粒子５の平均粒径が、出射面
１ｂから、第１斜面３ａと第２斜面３ｂとが交わる交点Ｓまでの高さｈよりも大きいこと
が好ましい。これにより、映像光を屈折透過させる角度θ２で形成された第２斜面３ｂ近
傍に存在する光吸収性粒子５が少なく、その結果、第２斜面３ｂで屈折した映像光は、第
２斜面３ｂ近傍の光吸収性粒子５で吸収されずに容易に透過することができる。出射面１
ｂから交点Ｓまでの高さｈは、通常、３～８μｍの範囲内であるので、光吸収性粒子の平
均粒径は、６～２０μｍの範囲内で且つ高さｈよりも大きい値であることが望ましい。
【００４４】
　第２形態としては、光反射部２内に上述した黒色系顔料又は黒色系染料等の黒色や灰色
等の無彩色材料等を含有させて、光反射部２に光吸収性を持たせた場合を挙げることがで
きる。この形態の光反射部２は、光吸収性の無彩色材料を混ぜた透光性樹脂を溝１５に充
填して形成される。この形態においては、映像光は、第２斜面３ｂで屈折して光反射部２
内を透過する際に含有する光吸収材に吸収されるが、出射面１ｂから交点Ｓまでの高さｈ
を上記同様の３～８μｍの範囲内とすることにより、その吸収の程度を小さくすることが
でき、光拡散特性を向上させることができる。
【００４５】
　第３形態としては、光反射部２内に光吸収材を含有させることなく低屈折率の透光性樹
脂を溝１５に充填して光反射部２を形成した後、その光反射部２における出射面１ｂ側の
平面上であって光反射部２の溝１５内で対向する第１斜面３ａと平面視で重なる領域上に
、光吸収層を形成した形態を挙げることができる（後述の図７を参照）。この形態におい
ては、映像光は、第２斜面３ｂで屈折して光反射部２内を透過し、出射面１ｂ側の平面か
ら出射する。一方、光拡散シート１０に入った迷光又は光拡散シート１０内で生じた迷光
は、第１斜面３ａと平面視で重なる領域上に形成された光吸収層で吸収される。また、こ
の光吸収層は、光拡散シート１０に入った外光を吸収する。こうした光吸収層は、コント
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ラストを向上させるように作用し、いわゆるブラックストライプパターン（ＢＳパターン
）として機能する。
【００４６】
　このように、光拡散部１２に入射した６つの平行光ＰＲ１～ＰＲ６は、２つの平行光Ｐ
Ｒ１、ＰＲ２がそのまま光透過部４を透過する以外は、光反射部２で全反射又は屈折透過
して互いに異なる角度で出射する。その結果、第２斜面３ｂが形成されていない従来の光
拡散シートに比べて、映像光の光拡散特性（特に水平拡散の光拡散特性）のグラフをなだ
らかなものとすることができる。
【００４７】
　（光拡散部の他の形態）
　図５～図７は、光拡散部の他の形態を示す模式断面図である。図５に示す光拡散部１２
ａは、入射面１ａに向かって先細る溝１５の先端１８が平らな形状となっている光反射部
２を有するものである。図６に示す光拡散部１２ｂは、溝１５に充填される樹脂が、出射
面１ｂ上に薄い層１９として形成された形態からなるものである。このときの層１９の厚
さは、２μｍ以下で形成されていることが好ましい。
【００４８】
　また、図７に示す光拡散部１２ｃは、出射面１ｂ側の平面上であって光反射部２の溝１
５内で対向する第１斜面３ａと平面視で重なる幅Ｗの領域上に、光吸収層２０を形成した
形態からなるものである。光吸収層２０は、光拡散シートを用いて透過型スクリーンを構
成したときに、ＢＳパターンとして作用するので、映像のコントラストを向上させること
ができる。光吸収層２０は、例えば黒色塗料や黒色インクを印刷法、インクジェット法等
の方法で塗布し、硬化させることによって帯状に設けることができる。以上、図５～図７
に示す各形態からなる光拡散部を有する光拡散シートでも、光拡散特性のグラフをなだら
かなものとすることができる。
【００４９】
　（接着層）
　接着層１３は、接着層形成用樹脂組成物を光拡散部１２上に塗布等することにより形成
され、光拡散部１２と支持板１４とを接着するように作用する。接着層１３を構成する樹
脂組成物としては、各種の樹脂組成物を用いることができ、具体的には、放射線硬化型樹
脂組成物が好ましく用いられ、例えば、ウレタン（メタ）アクリレートをプレポリマーと
した樹脂組成物を挙げることができる。
【００５０】
　（支持板）
　支持板１４は、接着層１３上に設けられる剛性を有する板状部材であり、上記の光拡散
部１２を支持するために好ましく設けられる。支持板１４には、通常、０．５～５．０ｍ
ｍの厚さ範囲のアクリル樹脂板、ＭＳ（メタクリル－スチレン共重合）樹脂板、ポリカー
ボネート樹脂板等を好ましく用いることができる。
【００５１】
　（他の構成）
　以上、本発明の光拡散シートの主要な構成について説明したが、本発明の光拡散シート
は、以下のような構成をさらに付加したものであってもよい。
【００５２】
　本発明の光拡散シート１０には、光拡散性をコントロールする光拡散材を含有させるこ
とができる。具体的には、基材１１、光透過部４、接着層１３及び支持板１４のうちの１
又は２以上の中に含有させることができる。含有させることができる光拡散材としては、
一般的に光学シートに用いられる光拡散性微粒子等の光拡散材であればよく、スチレン樹
脂微粒子、シリコーン樹脂微粒子、アクリル樹脂微粒子、ＭＳ樹脂（メタクリル－スチレ
ン共重合樹脂）微粒子等の有機系微粒子、硫酸バリウム微粒子、ガラス微粒子、水酸化ア
ルミニウム微粒子、炭酸カルシウム微粒子、シリカ（二酸化珪素）微粒子、酸化チタン微
粒子、ガラスビーズ等の無機系微粒子等が挙げられ、これらの１種又は２種以上を樹脂中
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に含有させることができる。こうした光拡散材を含有させることにより、光拡散特性を更
に良好なものとすることができ、その結果、視野角を拡大させることができる。
【００５３】
　また、本発明の光拡散シート１０の観察者側の面、すなわち支持板１４の観察者側の面
に、反射防止層、低反射層、ハードコート層、帯電防止層、防眩層、汚染防止層、偏光フ
ィルタ層、及び電磁波シールド層等を必要に応じて１層又は２層以上設けたものであって
もよい。また、支持板１４の観察者側の面の表面粗さを調整して、反射防止機能や防眩機
能を持たせてもよい。こうした機能層又は機能表面が設けられた支持板１４は、プロジェ
クションテレビジョンの観察者側の最前面に位置する前面板として作用する。
【００５４】
　また、本発明の光拡散シートの光源側の面、すなわち基材１１の光源側の面に、凹凸形
状が設けられたものであってもよい。その凹凸形状としては、例えば図８に示すような、
光学要素２１を挙げることができる。この光学要素２１は、基材１１の光源側の面に山型
の傾斜面を備えたものであり、この光学要素２１により、基材１１の光源側から入射した
入射光が屈折し、その屈折光が平行光とは異なる角度で光透過部４を通過し、その一部は
第１斜面３ａで全反射して出射面１ｂから出射する。そのため、図８に示す光拡散シート
は、光学要素２１を有さない場合に比べて、観察者側に出射する出射光の角度分布が広が
るので、視野角の広い透過型スクリーンの構成部材として好ましく用いられる。なお、こ
うした光学要素２１は、図８の態様のものに限られず、同様の作用効果を奏する従来公知
のものを適用することができる。
【００５５】
　以上説明したように、本発明の光拡散シートによれば、映像光の光拡散特性（特に水平
拡散の光拡散特性）のグラフをなだらかなものとすることができるので、視野角特性を向
上させることができる。特に、静止画や文字表示が鮮明な単光源使用の背面投射型表示装
置において好ましく用いることができる。
【００５６】
　（光拡散シートの製造方法）
　次に、光拡散シートの製造方法について説明する。図９は、本発明の光拡散シートの製
造方法の一例を示す工程図である。
【００５７】
　本発明の光拡散シートは、先ず、溝の賦形形状が周面に形成された型ロール１１１を回
転させながら、型ロール１１１とその型ロール１１１の周面に沿って進む基材１１２との
間に光透過部形成用の放射線硬化型樹脂組成物１１３を供給装置１２３から供給した後、
放射線源である例えばＵＶランプ１１４で紫外線を照射して光透過部を形成し、その後、
型ロール１１１から剥がして中間部材１１５を形成する。次いで、例えば光吸収性粒子を
含む放射線硬化型樹脂組成物１１６を供給装置１２４から供給して中間部材１１５の溝に
充填し、さらに放射線源である例えばＵＶランプ１１７で紫外線を照射して光反射部を形
成する。このとき、中間部材１１５の溝への光吸収性粒子を含む放射線硬化型樹脂組成物
１１６の充填は、ドクター１１８を用いて余分な樹脂組成物を掻き落とすことにより行わ
れる。図９中には示さないが、さらにその上に接着層を介して支持板を貼り合わせ、所定
の大きさに切断して本発明の光拡散シートが製造される。
【００５８】
　なお、符号１１９はロール状に巻き上げられたフィルム状又はシート状の基材であり、
符号１２０は光透過部形成用の放射線硬化型樹脂組成物１１３を型ロール面に押しつける
ためのニップロールであり、符号１２１は硬化した光透過部を備えた中間部材１１５を剥
離するための剥離ロールであり、符号１２２はドクター１１８で余分な樹脂組成物を効率
よく除去するためのバックアップロールである。
【００５９】
　（透過型スクリーン）
　図１０及び図１１は、本発明の透過型スクリーンの例を示す概略斜視図である。本発明
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の透過型スクリーンは、上述した本発明の光拡散シートを有している。具体的には、単光
源からの光を略平行光に偏向するフレネルレンズ部材を映像光源側に備え、偏向された略
平行光を拡散させて視野角を調整する光拡散シートを観察者側に備えるものである。
【００６０】
　より詳細には、図１０に示す透過型スクリーン４０は、フレネル中心をシート面に有す
る屈折タイプのサーキュラー型フレネルレンズ部材３０と、上述した本発明の光拡散シー
ト１０とを備えるものである。また、図１１に示す透過型スクリーン５０は、フレネル中
心をシート面に有さない全反射タイプのサーキュラー型フレネルレンズ部材３１と、上述
した本発明の光拡散シート１０とが接着層を介して貼り合わされてなるものである。なお
、透過型スクリーンは、光拡散シート１０の基材１１に対向するように（接着層を介さず
に）全反射タイプのフレネルレンズ部材３１が配置された形態であってもよい（図示しな
い）。
【００６１】
　本発明の透過型スクリーンに用いられるフレネルレンズ部材は、近年の単光源に対応し
たファインピッチで形成されており、その形成材料としては、上記の光拡散シートで説明
したのと同様の放射線硬化型樹脂組成物、具体的にはウレタン（メタ）アクリレート、ポ
リエステル（メタ）アクリレートあるいはエポキシ（メタ）アクリレート等の放射線硬化
型プレポリマーに、適宜、反応性希釈剤として放射線硬化型モノマー及び光重合開始剤を
配合した放射線硬化型樹脂組成物が好ましく用いられる。そうしたフレネルレンズ部材の
形成は、上記放射線硬化型樹脂組成物をフレネルレンズの賦形型にキャストし、その上に
載せた基材フィルム上から放射線（例えば紫外線や電子線等）を照射して放射線硬化型樹
脂組成物を硬化させて行うことができる。その後、賦形型からシートを剥離してシート状
のフレネルレンズ部材が作製される。
【００６２】
　こうした本発明の透過型スクリーンによれば、上記本発明の光拡散シートを備えるので
、映像光の光拡散特性（特に水平拡散の光拡散特性）のグラフをなだらかなものとするこ
とができ、視野角特性を向上させることができる。特に、静止画や文字表示が鮮明な単光
源使用の背面投射型表示装置において好ましく用いることができる。
【００６３】
　（背面投射型表示装置）
　図１２及び図１３は、本発明の透過型スクリーンが装着された背面投写型表示装置の例
を示す構成図である。図１２は、フレネル中心がシート面内にあるサーキュラーフレネル
レンズを有する透過型スクリーンが装着された背面投写型表示装置の例であり、図１３は
、フレネル中心がシート面外にある全反射型のサーキュラーフレネルレンズを有する透過
型スクリーンが装着された背面投写型表示装置の例である。
【００６４】
　背面投射型表示装置６０ａ，６０ｂは、本発明の光拡散シートを構成部材とした透過型
スクリーン４０，５０を前面側の窓部に備えたものであり、比較的薄型の筐体６１ａ，６
１ｂの底部に光源６２ａ，６２ｂが配置され、筐体６１ａ，６１ｂの後部壁内面には光源
６２ａ，６２ｂからの光を透過型スクリーン４０，５０に向かって映像光６４として反射
させるミラー６３ａ，６３ｂが配置されている。このときの光源６２ａ，６２ｂは、ＬＣ
Ｄ(Liquid Crystal Display)やＤＬＰ(Digital Light Processing)を用いた単管方式の単
光源である。この透過型スクリーン４０，５０は、本発明の光拡散シートが構成部材とし
て使用されているので、透過型スクリーン上に視野角特性に優れた映像を映し出すことが
できる。なお、符号６５は、出射光である・
【００６５】
　（液晶表示装置）
　次に、本発明の液晶表示装置について説明する。本発明の液晶表示装置は、表示用液晶
パネルの表示面上に配置又は接合される視野角拡大部材として、上記本発明の光拡散シー
トを有することを特徴とする。
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【００６６】
　図１４（ａ）は、本発明の液晶表示装置の一例を示す模式断面図である。図示の液晶表
示装置７１は、表示用液晶パネル７５と、表示用液晶パネル７５の背後に配置されたバッ
クライト部７６と、表示用液晶パネル７５及びバックライト部７６それぞれに電気的に接
続されてこれらの動作を制御する制御回路７７とを備えている。これら表示用液晶パネル
７５、バックライト部７６、及び制御回路７７は、スタンド部７８を有する筐体７９内に
収容されている。また、筐体７９の全面には、視野角拡散部材である光拡散シート１０が
配置されている。
【００６７】
　上記の表示用液晶パネル７５は、例えば、多数の画素を有する液晶セル８１と、液晶セ
ル８１の背面に配置された偏光子８２と、液晶セル８１の前面に配置された検光子８３と
によって構成される。液晶セル８１は、例えば、互いに間隔をあけた状態で配置されて周
囲を封止剤８４で封止された第１透明基板８５と第２透明基板８６との間に液晶を注入し
た後に注入口を封止することによって形成される。この液晶セル８１は、第１透明基板８
５及び第２透明基板８６それぞれの内側面上に配置された電極に電圧を印加して液晶分子
の配列を制御する縦電界型のものであってもよいし、第２透明基板８６の内側面上に配置
された複数の電極に電圧を印加して液晶分子の配列を制御する横電界型のものであっても
よい。
【００６８】
　液晶セル８１が縦電界型のものである場合、図１４（ａ）には現れていないが、第１透
明基板８５の内側面上には、例えば１つの画素に１つのマイクロカラーフィルタが対応す
るようにしてカラーフィルタアレイが形成され、このカラーフィルタアレイを覆うように
して、かつ、全ての画素と平面視上重なるようにして、共通電極が形成される。そして、
この共通電極を覆うようにして配向膜が設けられる。また、第２透明基板８５の内側面上
には、例えば、多数の画素電極がマトリックス状に配置され、画素電極の１つの列に１本
ずつ対応して信号線が設けられると共に、画素電極の１つの行に１本ずつ対応して走査線
が設けられる。さらに、信号線及び走査線それぞれと画素電極との導通を制御するスイッ
チング素子が１つの画素電極に１つずつ対応して配置され、これら画素電極、信号線、走
査線、及びスイッチング素子を覆うようにして配向膜が設けられる。
【００６９】
　上記の光拡散シート１０は、液晶表示装置７１における水平方向の視野角特性を向上さ
せるためのものであり、光拡散部の出射面が観察者側を向くようにして配置されている。
また、光拡散シート１０の光反射部は、液晶表示装置７１での垂直方向に延びている。
【００７０】
　図１４（ｂ）は、本発明の液晶表示装置の他の一例を示す模式断面図である。図示の液
晶表示装置７２は、光拡散シート１０が表示用液晶パネル７５の表示面上（検光子８５上
）に一体的に接合されているという点で、図１４（ａ）に示す液晶表示装置７１と異なる
が、その他の構成は同じである。
【００７１】
　図１５は、本発明の液晶表示装置のさらに他の一例を示す模式断面図である。図示の液
晶表示装置７３は、光拡散シート１０を構成している光拡散部の出射面上にタッチパネル
８７が設けられているという点で、図１４（ｂ）に示す液晶表示装置７２と異なる。液晶
表示装置７３における他の構成は、図１４（ｂ）に示す液晶表示装置７２の構成と同じで
あるので、その説明は省略する。タッチパネル８７としては、映像光の透過をできるだけ
妨げない透明性の高いものが好ましい。この液晶表示装置７３はタッチパネル８７を有し
ているので、多機能のものを得易くなる。
【００７２】
　本発明の光拡散シートを構成部材として使用する液晶表示装置によれば、光拡散特性が
良好で、視野角の広い背面投射型表示装置や液晶表示装置を提供できる。
【実施例】
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【００７３】
　以下、実施例により本発明をさらに具体的に説明する。
【００７４】
　（実施例１）
　ピッチが６５μｍで深さが１５０μｍの溝１５を形成するための突起（凸部）を有した
賦形型ロールを準備し、その賦形型ロールにエポキシアクリレート系の紫外線硬化型樹脂
を供給装置から供給し、その樹脂を賦形型ロールとの間に挟むように厚さ１８８μｍのＰ
ＥＴフィルムをニップロールで押し当てながら貼り合わせた後、そのＰＥＴフィルム側か
ら紫外線を照射して紫外線硬化型樹脂を硬化させて屈折率１．５５（波長５４０ｎｍで測
定）の光透過部を形成した。硬化した中間部材を賦形型ロールから剥がした後、その中間
部材上に光吸収性粒子（カーボンブラックを添加したウレタンフィラー、平均粒径８μｍ
、粒径の標準偏差２μｍ）を２０重量％含有するウレタンアクリレート系の紫外線硬化型
樹脂を供給装置から供給すると共にドクターで余分な樹脂を掻き落とすことにより、樹脂
を略Ｖ字形状（開口幅３５μｍ）の溝１５に充填した。引き続いて、ＰＥＴフィルム側か
ら紫外線を照射して紫外線硬化型樹脂を硬化させて屈折率１．４８（波長５４０ｎｍで測
定）の光反射部を形成した。
【００７５】
　光反射部は、平均高さが１５０μｍ、出射面側の幅が平均３５μｍであり、第１斜面の
傾斜角は平均８０°、第２斜面の傾斜角は平均６０°、第１斜面と第２斜面との交点まで
の高さｈは平均５μｍである。また、光透過部は、領域Ａ（図１参照）での厚さが１８５
μｍで、光が透過する出射面の幅が約３０μｍである。
【００７６】
　この光拡散部の出射面上に、接着特性を有するアクリル系紫外線硬化型樹脂料を塗布し
、その上に支持板を載せた後、支持板上から紫外線を照射し、厚さ７０μｍで屈折率１．
４８の接着層を介して支持板を貼り合わせた。なお、支持板は、ＭＳ（メタクリル－スチ
レン共重合体）樹脂からなる樹脂材料を押出成形法により成形した厚さ２ｍｍのものを用
いた。こうして、縦６００ｍｍ×幅８００ｍｍの光拡散シートを作製した。
【００７７】
　（比較例１）
　実施例１の光拡散シートにおいて、第１斜面と第２斜面とを傾斜角８０°の直線に変更
した他は実施例１と同様にして比較例１の光拡散シートを作製した。
【００７８】
　（光拡散特性の評価）
　実施例１と比較例１の光拡散シートに関しては、ピッチ０．１１２ｍｍのフレネルレン
ズシートと組み合わせ、５０Ｗ－ＤＬＰ光源を備えた５０インチのプロジェクションテレ
ビジョン（三星電子社製、ＨＬＭ５０６５Ｗ）に実装して、スクリーンから２．５ｍ離れ
た位置から観察し、微小偏角輝度計を用いて、出射光角度０°～６０°まで１０°毎の水
平拡散特性と垂直拡散特性を測定した。
【００７９】
　実施例１においては、垂直方向の視野角は上下１２°、水平方向の視野角は左右２５°
であった。この実施例１の光拡散特性のグラフを図１６に示した。この図からわかるよう
に、この透過型スクリーンでは、水平方向に沿って視野角を変化させたときに輝度がなだ
らかに変化して、水平方向の視野角特性が向上していることが確認された。一方、比較例
１は、図１８（Ｂ）のような三つのピークを持つ光学特性となるので、水平方向の観察角
度によっては、帯状のムラが観察された。
【図面の簡単な説明】
【００８０】
【図１】本発明の光拡散シートの一例を示す模式断面図である。
【図２】光反射部についての詳細な説明図である。
【図３】入射した平行光が光拡散部で拡散する様子を示す模式的な光線経路図である。
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【図４】光吸収性粒子の平均粒径と、出射面から第１斜面と第２斜面とが交わる交点まで
の高さとの関係の説明図である。
【図５】光拡散部の他の形態を示す模式断面図である。
【図６】光拡散部のさらに他の形態を示す模式断面図である。
【図７】光拡散部のさらに他の形態を示す模式断面図である。
【図８】本発明の光拡散シートの他の一例を示す模式断面図である。
【図９】本発明の光拡散シートの製造方法の一例を示す工程図である。
【図１０】本発明の透過型スクリーンの一例を示す概略斜視図である。
【図１１】本発明の透過型スクリーンの他の一例を示す概略斜視図である。
【図１２】本発明の透過型スクリーンが装着された背面投写型表示装置の一例を示す構成
図である。
【図１３】本発明の透過型スクリーンが装着された背面投写型表示装置の他の一例を示す
構成図である。
【図１４】本発明の液晶表示装置の例を示す模式断面図である。
【図１５】本発明の液晶表示装置のさらに他の一例を示す模式断面図である。
【図１６】実施例１の光拡散特性のグラフである。
【図１７】従来の全反射タイプのレンチキュラーレンズシートの一例を示す概略断面図で
ある。
【図１８】従来の全反射タイプのレンチキュラーレンズシートを用いた透過型スクリーン
の光線経路図と光拡散特性のグラフの一例である。
【符号の説明】
【００８１】
　１ａ　入射面
　１ｂ　出射面
　２　光反射部
　３　斜面
　３ａ　第１斜面
　３ｂ　第２斜面
　４　光透過部
　５　光吸収性粒子
　１０　光拡散シート
　１１　基材
　１２，１２ａ，１２ｂ，１２ｃ　光拡散部
　１３　接着層
　１４　支持板
　１５　溝
　１６　上底
　１７　下底
　１８　溝の先端
　１９　出射面上の層
　２０　光吸収層
　２１　光学要素
　３０，３１　フレネルレンズ部材
　３２　接着層
　４０，５０　透過型スクリーン
　６０ａ，６０ｂ　背面投射型表示装置
　６１ａ，６１ｂ　筐体
　６２ａ，６２ｂ　光源
　６３ａ，６３ｂ　ミラー
　６４　映像光
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　６５　出射光
　７１，７２，７３　液晶表示装置
　７５　表示用液晶パネル
　７６　バックライト部
　７７　制御回路
　７８　スタンド部
　７９　筐体
　８１　液晶セル
　８２　偏光子
　８３　検光子
　８４　封止剤
　８５　第１透明基板
　８６　第２透明基板
　８７　タッチパネル
　１１１　型ロール
　１１２　基材
　１１３　放射線硬化型樹脂組成物
　１１４　ＵＶランプ
　１１５　中間部材
　１１６　光吸収性粒子を含む放射線硬化型樹脂組成物
　１１７　ＵＶランプ
　１１８　ドクター
　１１９　フィルム状又はシート状の基材
　１２０　ニップロール
　１２１　剥離ロール
　１２２　バックアップロール
　１２３　供給装置
　１２４　供給装置
　Ｂ１，Ｂ２　第１斜面に相当する領域
　Ｃ１，Ｃ２　第２斜面に相当する領域
　ＯＡ　光軸
　Ａ　光透過部の上底と下底とが平面視で重なる領域
　ＣＬ１　第１斜面の法線
　ＣＬ２　第２斜面の法線
　θ１　第１斜面の出射面を含む平面に対する傾斜角
　θ２　第２斜面の出射面を含む平面に対する傾斜角
　θ’１　臨界角を超える角度
　θ’２　臨界角以下の角度
　Ｌ１　第１斜面の延長線
　Ｌ２　平面に対する垂線のうちで点Ｑを通る垂線
　ＶＲ１　第１斜面に入射する光軸に平行な映像光
　ＶＲ２　第２斜面に入射する光軸に平行な映像光
　Ｐ　第１斜面の延長線が平面と交わる点
　Ｑ　光軸に平行な映像光の第１斜面への入射点
　Ｒ　平面に対する垂線のうちで点Ｑを通る垂線と平面との交点
　ＰＲ１～ＰＲ６　光拡散部の入射面に入射角０°で入射する平行光
　Ｓ　第１斜面と第２斜面とが交わる交点
　ｈ　第１斜面と第２斜面とが交わる交点Ｓまでの高さ
　Ｗ　光反射部の溝内で対向する第１斜面と平面視で重なる光拡散部の幅
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